
牧草の生草収量成績

上原俶助・田中今朝喜

　昭和37年5月29副醐場に播種した牧草の，単播および混播の生草収量醜査は3年目を迎え

た。ユ年目と2牢目の成績は断照8年慶の農場業縷報告第4号1ζ報告したので，今回は昭和呂g

年の3年目成績にっいて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　の　　方　　法

　試験の方法にっいては第4号に報譜のとおりである。異なっている事項にっいてのみ記したい。

　（ユ）　方箇　E巴　±詮　 （β脅ラド日，39年）

種　　　別 対10a当最
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施　　　肥　　　法

炭酸苦土石灰 150K夢 呂o 4月 6日全面撒布する

厩　　　　肥 50Q 100 〃 ユ呂日　　　〃

チッカリ’ 30 6 〃

　　　　　　　　　　　　　　惰■V　〃（片倉チッカリン成分盤甑遵）

尿　　　素 30 6 7月 2日　　　”

過　　　　石 25 5 π 〃　　　　　　　々

20 “ 〃 5日　　　’

　　　　　　　　　　　　の　試験の成績と考察

　牧草類の生育は冷涼な気候と適当な降雨盤があって，土壌水分（60％内外）の保時されるヒ

と力泌要であるけれども，このような環境要素の整うことは多くない。早魅と高温に対しては夏

枯れ現象と称して，牧草の生育は不良となり生草収蟻が極端に減ってくる。昭和39年は生育期

間中，適当な降雨壷に恵窯れ生育は良好であったが，夏期の高温により牧草の生育は押えられた

ように思われる。まつ降雨量を調べてみると第Z表のようである。

　　　　　第工表　昭和39年4～ユo月迄降水彙　（大室農場観測）

4　　月 5　　月 6　　月 学　　月
項　　穏

上旬 中旬 下旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下　「
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層

一ユ5－一



8　凋 9　　月 lo　月項　　目
上旬 中旬 下旬 上 中 下 上 中

Pヤ　　●▼

ｺ
降水量 34．3 ユ8．ツ 29．o 匿D。「7 呂0．0 ユ81．6 鮒．6 42．o

　，
H3．6

同上月計 82．0 232．5 82．4，

38　年
氏@　計

　・
X8．ヴ 63．4， 　　　『

?GL8
．

注　 昭斥P呂9年4～ユ．o月降水量言f　g16．9mm
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呂8年と比較すると39年の方が生育期間中（7ケ月）適当に降爾が散在し，降水最も38年よ

り39年は12ワ職多かった。雨量の面からみればこの様によい条件であったけれども，気温に

っいては，夏期の高温のため牧草からすると生育が劣り，夏枯れも凶立っておおく，生草収量は

一般に昨年より劣った。これは灘窃高温の影響が大きいと考えられるので第2表に気温の状況を

示した。

　　　　第2表　7～8月の気混　（℃）

　項目年別　　＼

7月の平均気温 、8月の平均気温
呂O慶以上1こなっ　・

上　旬 申 下 ‡ 中 下 7　月 8百
呂9　年 20．8 20q4 23．2 25．4　， 23．o　・
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呂8　年 20．7 2ユ．ユ

@　1
22．6 2ユ．8 2鵠．6 2ユ“3
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これによるとツ月の平均気温は呂8年も39年も上旬は同じぐらいであり，中旬は39年がO．7

慶低く・下旬は呂9年がO。6慶高い。8月に入っては上旬がユ．6度・中旬は0．4慶・下旬は

O．5慶何れも呂9年の方が38年より高かった。また気温が30度以上に昇った日数を調べて

みると，7月では38年が3日，39年は4日，8月に入っては38年は6日であったのに，39

年はユ。日なっている・eのように通じて夏期の高温は39年の方が38年を上eeっていた。こ

のため牧草類の高濫からくる夏枯れ現象が98年より多かったものと思われる。

つぎに生草収量についてng　S表及び第4衷の示すとtうから検討してみよう。

　　　　第5表　本年の収量成績　（3年目生箪）

　　　　　項　　　目区　　　名
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　　　　　　　　項　　　目区　　　名
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2回刈
i7．1）
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注　工区面積はz3．22ms（4坪である）。　　　　　　　　　　　　1

　重量は1〈gで示し生章重である。

単播牧革と混播牧草にっいて生畜の状況をみると，3年目頃から単播より混揺牧草の方が通じて

よい収鼠成繍をあげている。醐魏瀦の赤クn一バは3年目頃より収童が激減すると言われてい

るように，この試験成績でも劣ってきたことが目立っ。禾本科牧草との混播にも年を経る1こっれ

て赤PF　M一バの密度は滅少してゆく傾向である。これは病害の難やネマトー一・Pt’の審生等による

ことが多くなるようである。
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第e表　牧草栽培試験集計表

区当年間生草収量　　　　　　　項　　　　目

諱@　　名　＼　　　　　　　　＼．

37年 38年
　　　静C9年3　目

対ヱo＆当
ｶ草収量
i3年目）

ユ．チモシー

�?bOとし

ｽ比数

収量

㊧ﾊ
工．チモシー 5．2 26．9 56．0 2ツ00．0 （ユoo）

　　噂

PS

2．オー一チャードグラス 8．8 76．7 44㌧9 呂367．5 （ユ25） 呂

呂。イタリアンライグラス 工0。．S 58．2 36．9 276ツ．5 （ユ03＞
　殉　　　　闇

H2

単　　　　　　播

4．ルーサン（デ』ピット） 1ユ．4 37．o 3ら．9 2692．5 （100）
，，．■．，■

?S

5・ルーサン（・t／ップアm一） 7．5 、43・7 3ワ．7 282ヴ．5 （ユ05） 11

6．赤クローバ ユo．o ｛35輌9 25．5 ユ912．5
　　　●
i7ユ） ユ5　し

ツ，ラジノクローバ 6．0 48．2 4ユ．ユ 3082．5 （1ユ4） 8

　チモシー・赤クローバ8．　ルーサン

6。湾 33．2 58．2 2865．0 （Io6）
一　　一
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　オーチャード・赤クローバ9。　ルーサン

5．5 5ユ．ユ 40，．3 30得2。5 （ユユ2）
　，
X

ユO．イタリアンライレラジノ 9．5 φ9ユ 46．5 呂4，87．5 （ユ29） 2

ユユ．　チモシー一・ラジノ 4．｛3 30．3
　　印
S4・4 33呂0疹O （x23） 4

ユ2・　オ塙チャード。ラジノ 6．8 6ユ．8 43．鶏 32《匹o．o （エ20）

～坤　　チモシー・イタリアンライユ3．　　ラジノー

6．2 49．5 45・9 3292．5
　　｝
ix22）

6　鞘旧5

　　オ「チャード・イタリアンラユ4．　　イ・ラジノー

6．5 52．鑑 42．7 32Q2．5 （ユユ9） 7
　　チモシー・オーチ・ヤード・イユ5・タリアンライ・ラジノ・赤ク

@　ロ糟バ・ルーサン
6．2 52．5 些7．．4 ＄555．0 （ユ32） ユ

嚇

イタリァンライグラスは3年目になると播種当時の古株は枯死して，臼年目に結実した種子が自

然落下によりその秋期発芽し，　・ζれが越冬して30PSの生育をみたものである。オーチャードグ

ラXは単播栽培でも，昨年に引続いてよい成績をあげている。単措栽培をしたものの中夏枯れ現

象が多かったものは・ラジノ・・’・m－・…イ刈アンライグラス・赤a”一一バの三種であ。て，そ

の他は目立った夏祐れを見受けなかった。

混播栽培をした各区は昨年に続いてよい成績をあ嶋中でもユ5区・1．0区・！－Z区．t，呂区・

：－2区・！－4区と何れも，董科としてラジノクm・・一パが入っている混播区の収蚤成績は，良好で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
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あったということができる。これらは禾本科と董科との共棲iにより，春期の冷涼時にはラジノク

ロー－2〈が禾本科より繁茂し，夏期の高温時には長根性である禾本科撫の生膏が良好となっている・

両者の抱合せは生育上からも，該た草地の長期耐用年限の面からも，単播な完全に凌ぐことがで

きる。さらに利用の面からすれば，禾本科と董科の配合によって生産されk牧草を，象畜が験

することはいう迄もない。童科牧草の中でも，赤クローバとルーサンは禾本科との混欝に対し良

好な成績をあげることは，鼠験の成績が示すとおりむつかしいようである。これ等は前述した

とおり年を経るにっれて，密度が減少してゆくことにっいて，どこの読譲においても同じような

結果がでている。っぎに矧三とも2年昌に比して呂年目の生草収量はやや減少しているが，これ

は夏期の蕩温による生青不良であった結果として，第4回自刈聖収量が激減していることから明

らかである。即ち9～ZO月に入って冷涼となり，土壌水分も多くなってきたので牧草類は繁茂

すべきにかかわらず，予想外に生育不良を示した。夏枯れの挽圓ができなかったためであろう。

ただし例外としてチes　一だけは昨年より収量が多く，混播区でもチモシーの入った区はよかっ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

以上5年目の牧草地についてその収量成系勲見たのであるが，今後更1二灘識歩音，草地の耐用

年限にっいて重鮒してゆきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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